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ご　挨　拶

私どもの健康と温泉フォーラムは1986年（昭和61）に、東京大学名誉教授で温泉医学の重鎮であった故大島良雄先

生を中心として、全国の温泉保養地に関係するあらゆる分野の専門家で結成された内閣府管轄の非営利活動特定法人で

す。健康で活力ある社会の構築という理念を掲げ、温泉の健康的利用促進の啓蒙と普及活動、温泉保養地づくりに関す

る情報の提供、各種の国際交流とアジア諸国への指導などの目的で、現在まで14回のフォーラム、10回のセミナー事

業の開催や、各種の調査研究事業を重ねてきております。非温泉地であり、最大の温泉利用者が住む東京で開催するこ

とは今までありませんでした。今回、ここで多くの温泉利用者の皆さんのご参加を頂いて開催することは本フォーラム

にとって大きな意味があるものと思っております。

わが国が、高齢化率が20%を超え、多くの生活習慣病罹病者やその予備軍をかかえた状況にある現在、温泉関係者

の果たすべき社会的役割は、ますます大きくなっているのではないかと考えられます。このような視点に立って、本

フォーラムでは昨年11月に鳥取県の三朝温泉において「温泉を活用した医療と地域の連携」と題するフォーラムを開

催し、その役割や経験を話しあいました。今回はこの成果の上に、ラドン温泉を持つ秋田県玉川温泉・山梨県増富温泉・

鳥取県三朝温泉を中心に、それを活用した地域活性化事業の経験と展望を、さらに4人のパネリストの方々からもお話

しを頂き、ご参加頂いた健康志向の高い都会の温泉利用者とともに意見の交換ができる場として企画しております。日

本が世界に誇る温泉資源の医療・福祉・健康づくりへの活用と地域連携への課題をご参加の皆様相互で考えることがで

きることを願っております。
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仙台社会保険病院名誉院長　（専門はリウマチ性疾
患の臨床と病理）　昭和 42年 3月東北大学医学部卒
業、43年東北大学内科助手、50年同講師、昭和 53
年国立鳴子病院（現在の大崎市民病院鳴子温泉分院）
内科医長、東北大学医学部臨床教授、昭和 57 年東
北厚生年金病院リウマチ膠原病内科部長、平成 11
年同副院長、平成14年4月仙台社会保険病院病院長、
平成 18年 4月同名誉院長。平成 20年 5月第 73回
日本温泉気候物理医学会会長。
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吉田　秀光　　
三朝町長

昭和 16年 1月 1日生まれ
昭和 42年三朝町教育委員会勤務
昭和 61年観光商工課長
平成 8年企画財政課長　を経て三朝町退職
平成 9年三朝町長（現在 3期目）

ごあいさつ

ラドン温泉をテーマとして「健康と温泉フォーラム新・湯治公開セミナー」が、ここ東京において、温泉を資源として

地域活性化に取り組まれる全国の皆様とともに、このフォーラムが開催できましたことに深く感謝を申し上げます。

わが町は、町土のおよそ90パーセントを森林が占める緑豊かな自然環境に恵まれたところです。三朝温泉は、白い狼

の導きで発見され、以来八百有余年こんこんと湧き続け、湯治そして現在の温泉観光地を築いて参りました。1916年に、

世界第1位のラドン温泉として認定されてから今日、健康と保養の面では、岡山大学病院三朝医療センターと三朝温泉

病院の温泉治療の成果が評価され、全国から治療や療養に来られる皆さんに加え、近年では世界からも注目を浴びると

ころとなっています。そして今春には、待望の「三朝ラドン効果研究施設」が完成し、ラドン温泉の適応症の解明や吸

入ラドンの体内動態の研究など、ラドンの健康効果のメカニズムが解明されることとなり、三朝温泉のさらなる発展に

つながるものと大いに期待しているところであります。

昨年11月に開催された健康と温泉フォーラム三朝会議の後、わが町では、医療機関、旅館、NPO等と連携し、温泉

地の滞在を楽しむ「現代の新たな湯治プラン」をスタートさせることになりました。

こうした取り組みの下、ラジウム・ラドン温泉を利用した健康日本推進連絡会議の主催により、ラドン温泉の医療への

活用、地域の連携、地域活性化の取り組みが協議され、全国に発信されることは、他に例を見ない取り組みと言え

ましょう。

このフォーラムの開催に多大なご尽力をいただきましたNPO法人健康と温泉フォーラム、そして山梨県北杜市、増富

温泉、玉川温泉ほか多くの関係者の皆様に感謝を申し上げますとともに、ご出席いただきました温泉利用者の皆様のご

健勝とご活躍をご祈念申し上げまして、ごあいさつといたします。

白倉　政司　　
山梨県北杜市長

昭和 22年 9月12日、北杜市高根町生まれ。
日本大学経済学部卒業。国際興業㈱、代議
士秘書を経て、昭和 54 年に県議会議員に
初当選、以来 7期連続当選。平成 16 年 7
月に高根町長、同年 11 月に北杜市の初代
市長に就任。

ごあいさつ

　皆様こんにちは、山梨県北杜市長白倉政司でございます。

　本日は、「健康と温泉フォーラム　新・湯治公開セミナー東京」にお越しいただき、誠にありがとうございます。

　北杜市は、山梨県の北西部に位置し、八ヶ岳、南アルプス、みずがき山、茅ケ岳など日本を代表する山岳景観に囲まれ、

ミネラルウォーターの生産量、日照時間、国蝶オオムラサキの生息数が日本一という豊かな自然と資源に恵まれた市で

あります。また、ミネラルウォーターの生産量からして推測されるよう名水の里としても誉れ高く、南アルプスを源流

とする「尾白川」、大滝湧水や三分一湧水などの「八ヶ岳南麓湧水群」、平成の名水100選の「金峰山・みずがき山源流」

が名水百選に選ばれており1つの自治体に3箇所あるのは北杜市だけであることからも、まさに日本一の名水の里と

言えます。

　また、北杜市では「自分らしい上質な時間や、ひとときの癒しの空間（リトリート）」を提供するため、「長期滞在型

リトリートの杜」を宣言いたしました。さらに、ミキハウス子育て総研が「ベビーズバカンスタウン選定プロジェクト」

により、子供を連れた旅行に良い観光地全国第1号に北杜市を選定していただいたことを受けとめ、癒しの空間の創造

とともに、親子連れで気軽に訪れていただける環境づくりを進めているところでもあります。

　さて、北杜市にあります増富ラジウム温泉郷は、古くから湯治場として親しまれてきました。しかし、健康志向が高

まる今日、温泉療法だけではなく食事療法や運動療法、それに周りの自然環境をも取り込んだ総合的な療養プログラム

が必要ではないかと思い、今後は、全国屈指のラジウム・ラドン温泉で有名な三朝温泉や玉川温泉と連携する中で、科学

的エビデンスに裏打ちされた健康プログラムを開発して、リトリートの杜づくりに努めてまいりたいと考えております。



④活性酸素の働きを抑えるSOD(superoxide 
dismutase)活性を増加させる。

■ 玉川温泉湯治の実態
①来場者は東北地方よりも関東・中部地方の人
が多く、約半数を占める。
②複数回の来湯者が多く、滞在日数は1～ 2
週間が多く、年齢別では70歳代、次いで60
歳代が多かった。
③疾患別にみると、非腫瘍性疾患では、リウ
マチ、高血圧、肝疾患、糖尿病、腰痛症が多く、
腫瘍性疾患では、肺ガン、胃ガン、大腸ガン、
乳ガンなどが比較的多かった。
④ガン患者と非ガン患者とで湯治の実態には大
差はなかった。

■ 現代医療における温泉療法
①物理療法として :我国では温熱療法の一種と
され、これに気候、転地などの因子を含めて物
理療法に包括されている。
②リハビリテ－ションとして :温泉の水圧や粘
性を利用して水中運動を行うこともリハビリテ
－ションとして役立つ。
③代替相補医療として :温泉療法は現代西洋医
学以外の漢方、鍼灸、音楽あるいはアロマテラ
ピ－などの範疇に入れる考え方。
④EBM(Evidence Based Medicine): 現代医
学では経験のみならず、確かな証拠に基づく結
果を出すべきであるという考え方。温泉医学も
例外ではない。現在、温泉気候物理医学会にお
いても鋭意検討中である。
⑤NBM(Narrative Based Medicine):「病気
は物語である」とする考え方。患者さんの訴え
を「物語」としてとらえ、真剣に聞き、理解
するように努めるべきとする考え方。前項の
EBMと矛盾するものではなく、車の両輪とし
て取り組むべきとする考え方。

■ 玉川温泉の沿革
806年　焼山噴火後に湧出
1929年　第五代湯瀬ホテル社長　関直右衛門
氏が自分の皮膚病の湯治を体験
1935年　「鹿湯」から「玉川」へ改称
1943年　玉川温泉研究会設立

■ 北投石について
北投石は、鉛、ストロンチウムやカルシウムを
含む重晶石 [硫酸バリウム (BaPb)SO4]の一種
である。褐色と白色の層が交互に重なって出来
た皮殻状の温泉沈殿物でラジウム、トリウムな
どの放射能を有する。
玉川温泉と台湾の北投温泉でのみ産出。特別天
然記念物に指定されている。
因みに我が国の放射能研究の先駆けは温泉に
あった。

■ 玉川温泉の放射能
源泉(大噴 )10.5 mSv/hr , 旧水路 (温泉神社付
近 )1.0 mSv/hr ,湯の華採取場付近 3 mSv/hr ,
湯桶末端部 10 mSv/hr で、源泉より離れた岩
盤付近は 0.5 mSv/hr で自然放射能レベル。

■ 放射能泉の特徴
①ラドンは入浴により皮膚から吸収され脂肪組織

に集まり易い。
②低線量照射ではホ
ルミシス効果が働い
て細胞機能を活性化
する。
③低線量照射では脳
内ホルモンの分泌を
促進し、痛みを緩和
するβエンドルフィ
ンの分泌を促進す
る。

基調講演

栁澤　融

4 5

■ これからの玉川温泉
来湯者の70%は50～ 60歳代であるが、出身
地別では東北地方が14%に対して、関東・中
部地方は50%であり、来湯動機の60%は知人
の紹介であり、長期滞在型湯治で、しかも頻回
来湯者が多い。
開設以来の研究組織を基盤として運営し、温泉
従業員もその精神を忠実に受け継いでいる。
看護師の適切な入浴指導によって、来湯者は絶
えない。
これに更に科学的調査、解析を積み重ねて患者さ
んの為になる医療を目指すことが肝要と考える。

⑥温泉保養地学 :温泉療法は単に入浴するだけ
ではなく、転地を含めた総合的な保養を目指し
ているとする考え方。
⑦総合的生体調整作用 :温泉入浴の生体に対す
る作用は温泉の温度ばかりではなく、物理的作
用（浮力、粘性）や化学的作用（泉質）更には
環境因子（気候、気温、湿度等）によって複雑
に作用する。それらが人体に対して総合的に作
用して自然治癒力を賦活するとする考え方。
⑧POMS(Profile of Mood States): 気分や感
情などの主観的な側面を評価するための心理
テストで、スポ－ツ分野や教育、介護面で気
分状態を定量的に測定する方法。患者の自覚
症状を T-A(Tension-Anxiety) 緊張－不安、
D(Depression)抑うつ、A-H(Anger-Hostility)
怒り－敵意、V(Vigor)活気、F(Fatigue)疲労、
C(Confusion)混乱の6項目に分析して、どの
項目が優位かを検定するもの。
玉川温泉入浴患者（ガン患者）について湯治前
後におけるPOMSを調査したところ、湯治後
においてV（活気）が増し、T-A、D、F、が
減少する傾向が認められた。

■ 温泉浴の一般的適応症・
　禁忌症［新基準］
入浴により改善の期待される病態あるいは悪化
が考えられる病態について、日本温泉気候物理
医学会では最近新しい基準を設定した。特に禁
忌として、病気の急性期・有熱時、重い心臓病、
呼吸不全、アルコ－ル酩酊者、身体衰弱の著し
い場合と定めた。そして、従来禁忌とされてい
た結核、悪性腫瘍、妊娠、腎不全、高度貧血は
削除された。

■ まとめ
玉川温泉は源泉温度98℃、湧出量9,000ℓ /分、
pH1.2、酸性含二酸化炭素鉄 (Ⅱ )アルミニウ
ム塩化物泉であり、遊離塩酸が遊離硫酸の2倍
で、湯の華と北投石には微量の放射能が認めら
れる。環境は中山気候である。
収容人員は本玉川 710名、新玉川 570名である。
大浴場、温熱浴、露天風呂、箱蒸し浴、歩行浴、
蒸気浴、頭浸浴、打たせ湯などの施設が充実し
ている。

■住所　
　秋田県仙北市田沢湖玉川
■人口　
　約 3万人
■源泉数　
　1カ所
■年間観光客数　
　50万人
■旅館数　
　3カ所
■特記
　域内は国立公園に指定され
　ている

★

玉川温泉岩盤浴風景

秋田県玉川温泉

玉川温泉における温泉療養の実際

玉川温泉周辺図

玉川温泉源泉 ( 大噴 )

やなぎさわ　とおる
生年月日	 昭和 3年 3月1日
略　　歴	
昭和 27年 3月	 岩手医科大学卒業
昭和 28年 4月	 岩手医科大学放射線科入局
昭和 34年 7月	 医学博士
昭和 39年 8月	 岩手医科大学放射線科講師
昭和 41年 1月	 岩手医科大学歯学部歯科放射線科教授
昭和 46年 4月	 岩手医科大学歯学部長
昭和 49年 4月	 岩手医科大学医学部放射線医学講座教授
平成 2年 5月	 岩手医科大学サイクトロンセンタ−長
平成 8年 3月	 岩手医科大学定年退職
平成 8年 4月	 岩手医科大学名誉教授
平成 8年 4月	 社会保険いわて健康管理センタ−長
平成 15年 5月	 社会保険いわて健康管理センタ−顧問
平成 20年 4月	 岩手県対ガン協会いわて健康管理センタ−顧問
表　　彰	
昭和 35年 6月	 岩手医科大学圭稜会学術賞
平成 9年 10月	 厚生大臣表彰( 国民健康保険事業 )
平成 13年 7月	 環境大臣表彰( 温泉療法と温泉保護 )
平成 20年 11月	 瑞寶中綬賞授章 ( 教育研究功労 )
資　　格	
放射線科専門医、温泉療法専門医、認定温泉医、人
間ドック認定医
日本医学放射線学会・日本温泉気候物理医学会名誉
会員　等
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林浴も楽しめる環境が豊富にあります。
　さらに、温泉街を流れる清流では、「残した
い日本の音風景百選」にも指定されたカジカガ
エルの鳴き声とあちらこちらで飛び交うホタル
が、観光客の心を和ませてくれます。
　このような、三朝の様々な資源を活かそうと、
昨年、三朝温泉で開催した「健康と温泉フォー
ラム三朝」をきっかけとして、行政、旅館、病
院、商工の関係者が連携して、滞在型の三朝温
泉の新しい保養プラン作りに取り組んできまし
た。今回のフォーラムではその概要を紹介させ
ていただきますが、出来るところからではあり
ますが、アクションを興し賑やかな三朝温泉を
作り上げていきます。

大いに期待を寄せるところであります。
　一方で、三朝温泉は、豊かな緑を背に清流を
挟んで旅館街が立ち並ぶ独特な温泉の情緒があ
ります。国の登録有形文化財に指定された三朝
橋のたもとには、露天の河原風呂があり、温泉
街の特徴的な景観として三朝橋とともに三朝温
泉のシンボルになっています。
　そして、三朝温泉の水辺には、ウオーキン
グルートが整備され、温泉街の三つの橋を巡
るコースや、四季の花々に囲まれたコースな
ど自分の時間にあったコースが選択でき、モデ
ルコースでは消費カロリーも表示をしておりま
す。また、レンタサイクルなどを利用すれば、
農村での体験交流、町内の林道や山々などで森

鳥取県三朝温泉

医療環境
　岡山大学病院
三朝医療センター

　三朝温泉
病院

町の自然環境
観光客を癒す

山や川や田んぼ

湯っくりと
過ごせるまち

　　　　　　　　　　

湯

ラドン温泉
健康、癒し、遊び

　

三朝温泉の新しい滞在型の保養プラン

みふね　しゅう
三朝温泉旅館協同組合理事
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しむことができます。また、飲泉も可能で旅館
内や温泉街の飲泉場もあって、とっておきの温
泉場とも言えます。
さらに、三朝温泉100パーセントの化粧水、「三
朝みすと」は特殊な技術により、肌への浸透力、
保湿力を高めた化粧水で、完全無添加のそのま
んまの三朝温泉です。乾燥肌の方、アトピーの
方などからの声が口コミで広がり、特に女性の
皆様に好評で、これまでに10万本の製造を達
成するなど、同類の温泉化粧水の中では3年連
続日本一のヒット商品となっております。

■ 滞在型温泉保養地づくりに
　向けて……ラドン温泉と医療
　環境そして温泉情緒の活用
　三朝温泉は、1916年（大正5年）に世界一
のラジウム温泉と発表されました。当時は、入
浴と吸引によってラジウムを体内に取り入れ

る設備を持った三朝ラジウム温泉
療養所が村営で開設されてラドン
の健康利用が図られました。現在
は、町内にある岡山大学病院三朝
医療センターと三朝温泉病院にお
いて、喘息等の呼吸器疾患、骨関
節疾患、糖尿病等の代謝系疾患に、
温泉を活用した熱気浴や運動療法
が行なわれています。このような
医療環境のもとで、今年の春から、
ラドン温泉の適応性の解明や吸入
ラドンの体内動態の研究など、ラ
ドンの健康効果のメカニズムを解
明するため、岡山大学病院三朝医
療センター内に設けられた「三朝
ラドン効果研究施設」で研究が始
まりました。旅館関係者としても

■ はじめに

　湯と山のまち三朝町は、天与の温泉と町の総
面積の約9割を占める森林を有する豊かな自然
と清らかな水に恵まれたところです。
三朝温泉の歴史は、1164年（平安時代）の頃
に白い狼の導きによって発見されました。今で
も延々と湧き続け株湯と呼ばれる元湯として多
くの湯治客が訪れます。また、三朝の由来も、
いろいろと言われておりますが、「この地のお
湯に浸かり三つ目の朝を迎える頃には病が消え
る」という説もあり、長い歴史の中で湯治の場
として、特異な温泉であったと思われます。
三朝温泉の源泉数は、自噴泉、町の配湯源泉あ
わせて80ほどあり、温度は40～ 70℃が大半
を占めます。三朝温泉では、すべての旅館で源
泉のかけ流しの風呂を有するほか、歩行浴槽や
蒸気風呂、オンドル、足湯など様々に温泉を楽

事例報告 -1

三朝温泉は世界屈指のラドン温泉として、年間 35万人の宿泊客が訪れる
鳥取県を代表する温泉観光地であります。温泉街の近くには、
温泉を活用した医療機関があり、全国から治療や療養に来られます。
そんな中、今春からラドンのホルミシス効果のメカニズムを解明する研究が
スタートするなど、ラドン温泉と情緒ある町並みをブランドに
新しい三朝温泉スタイルを創造する動きが始まりました。

■住所　
　鳥取県東伯郡三朝町三朝
■人口　
　7,414 人
　(平成 21年 4月1日現在 )
■源泉数
　約 80ヶ所
■年間宿泊客数　
　354,770 人 ( 平成 20年 )
■旅館数　
　27軒
■主要産業　
　観光業・農林業

★

医療環境と情緒ある町並みを
活かした温泉保養地づくり
鳥取県三朝温泉

御舩　秀

選べる旅館
様々なニーズに

対応

まち並み

地域交流
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　これは、主に団塊の世代以上をターゲットに
一週間以上の長期滞在を条件に、モニターを募
集。観光だけでなく、地域のものづくりの現場
や、地域活動の中に参加してもらう、というも
のでした。ここで分かったことは、ターゲット
層だけでなく、30代からの問い合わせが多く
寄せられたことでした。
　この実証実験の結果から、大手旅行会社のコ
ンサルタント子会社などと組み、「長期滞在型
リトリートの杜」構想を作り上げました。リ
トリートを直訳すると「退却する」「退避する」
といった意味があるが、北杜市では「一歩下がっ
て自分を見つめなおす、心身ともにリフレッ
シュできる癒しの空間」と定義した。メインター
ゲットを「レジャーやリフレッシュを求める若
年層」「悠々自適またはもうひと花咲かせたい
団塊シニア世代」とし、それに加えて、企業を
対象とした福利厚生プログラムの性格も持たせ
ました。
　2007年 12月、構想を具体化し、受け入れ体
制を作るため、市内の観光業者や食品メーカー、
バス・タクシーなどの75事業者が集まり、「長
期滞在型リトリートの杜」地域コンソーシアム
を設立しました。メンバーはそれぞれ「商品開
発部隊」「プロモーション部会」「地域交流ブラ
ンド部会」「コンシェルジュ育成部会」に所属し、
さまざまなプログラムの開発と、地域への働き
かけを行っています。

■ 増富地域での取り組み
「地域再生計画」と「山村再生総
合事業」

　ここで増富地域の説明をします。北杜市の北
東部に位置する増富地区は、かつて増富村で
あったが、1959年、隣接する旧須玉町に編入
合併された。2004・5年には北巨摩郡8町村が

■ 増富ラジウム温泉峡はいま…

　　山梨県の北西部、北杜市にある増富ラジウ
ム温泉峡は、武田信玄公の時代からある温泉地
で、戦国時代から江戸時代にかけては、自然湧
出する場所や河原で入浴していたようだが、明
治初年に旅館が発生。以後、旅館街が形成され
ています。

■ 地域づくりの歩み

　この3年間は、ありとあらゆる仕掛けや仕組
みを作ろうとしてきました。大きく分けて北杜
市、増富地区、そして私が所属する「財団法人
みずがき山ふるさと振興財団」のそれぞれの取
り組みを紹介します。

■ 北杜市全体での取り組み
「北杜市・長期滞在リトリートの杜
　地域連携コンソーシアム」

増富ラジウム温泉峡がある増富地区は、かつて
は旧北巨摩郡須玉（すたま）町の一角であった
が、2004年と6年、「平成の大合併」により、
周辺の8町村が一つとなり、北杜市が発足し
ました。この市には、日本一日照時間が長い旧
明野村、清里で知られる旧高根町、ペンション
や別荘地が点在し、首都圏では名の知れた旧小
渕沢町など、観光地として名の知れた自治体が
入っています。
　しかし、いずれの地域も共通して、東京・新
宿から特急電車で2時間という位置にあり、東
京からは日帰り圏内に位置し、宿泊需要が増え
ないという課題がありました。そこで、経済産
業省と全国商工会連合会が実施した「ステータ
ス」（長期滞在地域コミュニティ参加プログラ
ム）に市として参加しました。

事例報告 -2

■住所　
　山梨県北杜市須玉町北志
■人口
　約 49,500 人
■源泉数
　7ヵ所
■年間観光客数
　約 30万人
■年間宿泊客数(増富温泉地区)
　約 4万 1千人
■旅館数 ( 増富温泉地区 )
　7ヵ所
■主要産業
　農林業・観光業

( 平成 20年現在）

★

リトリート（いやし空間）資源を
活用した山村と温泉峡再生
山梨県北杜市増富温泉峡

小山　芳久

した。そこで市行政の協力のもと地域諸団体がまとまって
（2008.3.15）「増富地区再生協議会」を設立。増富地域の各団
体やNPOが一体となって、増富地域の元気作りのための展開
図を作成し、都市との交流人口を増大させ、それにより集落機
能の維持と地域経済の活性化を図る取り組みを始めました。そ
の費用を得るため、内閣府の「地域再生制度」を活用している
が、地域協議会が認証を得た事例としては、制度開始後初とな
りました。

　また、「財団法人みずがき山ふるさと振興財団」が受け皿と
なって、農林水産省の関係団体が実施している「山村再生総合
対策事業」に応募し、採択されました。
　当財団が提示したテーマは「森林と遊休農地と温泉を活用
した長期滞在型プログラム作成」であり、目標としては1～3
週間の滞在により、体質が改善できるプログラムを作ることに
あります。

■「増富の湯」日常の取り組み

　私が所属する財団法人みずがき山ふるさと振興財団は収益事
業として、日帰り入浴施設「増富の湯」、宿泊施設「みずがき
山リーゼンヒュッテ」団体むけ合宿施設「みずがき山グリーン
ロッジ　& オートキャンプ場」を北杜市の指定管理者として
運営している。
　開設から4～5年間の増富の湯は、これといったコンセプ
トを打ち出せず、赤字が続いていました。そこで打ち出した事
は、単なる入浴施設から、訪れる人の健康を増進させる施設に
変ることでした。キーワードとして「動」「食」「息」「想」の
4つを掲げ、心地良さを感じながら、自然に溶け込み、ストレ
スを解消できる空間やプログラムを提供しています。
　また、財団法人みずがき山ふるさと振興財団は、入浴や宿泊
の収益事業のほかに、地域の遊休地を地主から預かり、自家農
場を展開し、土地の荒廃を防止する活動も職務としてあります。
　いま受託している農地は約700坪。ここ数年、安全な鶏糞
を利用して、土の入れ替え作業を進め、完全な有機農法に移行
したいと思っているところです。じゃがいも、ニンジン、きゅ
うり、ヤーコンなどを生産し、食堂での提供、農産加工品の製
造販売を実施しています。
　また、食堂でお客様に提供しているメニューは、消化や解
毒作用のために生じる内臓の負担をできるだけ軽減するために
「安全なものを提供する」というテーマに拘っております。

　ここ数年、取り組んできたことは各種の療養プランを作り、
首都圏の旅行会社や団体に売り込んできました。

大合併し北杜市となりました。
　増富地区は、海抜800～ 1200mの間に、いくつもの集落が
点在。面積の95%が森林である。地域の大部分が「秩父多摩
甲斐国立公園」の指定地域に入っており、地域内にロッククラ
イミング界では有名な「みずがき山」もある。
　この地区は様々な課題を抱える地域になっている。まず、す
でに限界集落となっていることだ。1959年には2639人もの人
が住んでいたが、いまや627人となり、高齢化率62.5%。唯一
残っていた増富小学校も2年後には廃校となることが決ってい
ます。地域全体に空家、廃屋が点在しており、高齢化が進み医
療需要は高まるばかりだが、この地域に医師は一人もいません。
　高齢化が進むことで、農林業を支える人材が減少し、それに
比例して遊休地が拡大。伝統的な行事・食生活の中にはすでに
断絶したものもあります。また、間伐をする人がいなくなり、
森林が荒廃し、鳥獣害が集中的に発生している。
　地域の主産業である観光業は、いま、とても厳しい状況で、
現在宿泊施設は旅館業5軒、民宿1軒、湯治自炊宿1軒の合
計7施設と、観光土産物販売兼食堂業が2軒あります。
　どの事業者も今回の不況以降、特に経営が厳しくなっており、
この状況下においても、増富ラジウム温泉峡が継続できている
のは、がん、慢性消化器病等の慢性疾患を持つ方々が、足繁く
通ってくださるからだと思います。
　増富ラジウム温泉峡の時代背景として、1960年代に進めら
れた東京と山梨を結ぶ国鉄中央本線の複線化と電化工事により
鉄道の利便性が飛躍的に向上しました。1966年の「特急あずさ」
（新宿～松本）の運転開始により、山梨観光が活発化し、増富
ラジウム温泉峡の主要旅館は、団体客も受け入れられるよう設
備投資を行いました。
　82年には中央自動車道も全線開通。88年にはNHK大河ド
ラマ「武田信玄」が放映され、バブル期に向け、山梨観光ブー
ムは温泉峡全体を潤し、その効果が90年代も続きました。
しかし、増富ラジウム温泉峡全体の受け入れ客数は2004年を
ピークに減少に転じました。
　その要因を整理すると、
①90年代以降は竹下内閣の「ふるさと創生」、旧建設省の「道
の駅」などをきっかけに、近隣自治体が温泉施設を設置した
こと。また、民間業者によるスーパー銭湯、温泉施設が首都
圏で大幅に増えたこと。
②旅行形態が、団体から個人旅行に変化したこと。
③温泉峡の各事業者が、設備投資ができなかった為に、施設
の老朽化が進み、時代の変化に乗り遅れてしまったこと。
等があげられます。

　上記のような状況から、地域には強い閉塞感が広がりま

山梨県北杜市増富温泉峡
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( 財 ) みずがき山ふるさと振興財団総支配人
北杜市長期滞在型リトリートの杜事業コンソーシアム代表
増富地域再生協議会　副会長
NPO法人健康と温泉フォーラム理事
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　2泊3日元氣プランは、日帰り入浴施設増富の湯と、宿泊施
設みずがき山リーゼンヒュッテを活用したプログラムで、源泉
入浴と身体を動かすこと、そして、マクロビオテックの考え方
を取り入れた食事の提供を基本としたものです。
　これらのプランでは、私自身も指導者として勤めていますが、
特に注力していることは、お客様に持ち帰って頂く「お土産」
です。「呼吸法」「操体法」「瞑想法」や「お客様との対話」を
通じ、身体と心を整え「明日からの生きがい」をお土産として
お持ち帰りいただきたいと思います。また、遊休農地の開墾や
安全な土壌作りと野菜作り、そして当館裏山にある森林の「元
気作り」の作業をする事で、自分自身が元気になるという「作
業療法」もこれからの重要な取り組み事項です。

■ 増富の湯から、増富温泉街全体へ

　トライ&エラーを繰り返しながら療養プランをつくり、設
備投資も続けてきました。ただ、これは「増富の湯」という単
体施設のなかだけの取り組みであり、地域の活性化に結びつく
とは言えなかった。日々の暮らしのなかで、見慣れている森林、
農地、温泉、既存の観光資源、そして、それを支えてきた地域
の「人」と、私たち増富の湯の取り組みを融合させて、もっと
大きな世界観を描けないか、と思うようになってきました。
　あれこれ考えているうちに「温泉場」というくくりから「保
養地」を目指す、という方向に考え方を転換して来ました。具
体的には、「森林と遊休農地と温泉を活用した長期滞在型の保
養地」をめざすということです。
「温泉場」として磨きをかけると、観光要素ばかりが主張されて、
気がつくと地域から隔絶した空間になる可能性があり、「現在
の生活環境を維持し続ける」「現状の自然環境を維持し続ける」
「伝統、文化、習慣を守る」といった姿勢を、私や地域の観光
業者が持つことで、初めて地域に住む人々から協力が得られる
と思っています。

■「地元宿泊施設」と「増富の湯」の共同の
　「宿泊療養プログラム」

　2009年、宿泊客が減少傾向にある中、一人当たりの滞在日
数を増やし宿泊室の稼働率を上げるため増富ラジウム峡観光協
会（地元宿泊施設・土産物店の団体）と増富の湯（財団法人み
ずがき山ふるさと振興財団）が共同で、2泊3日・5泊6日の
宿泊療養プログラムを造り上げました。
目的は、参加者の心と体の健康についての不安を解消できるよ
うなお手伝いをすることです。

内容は、次の通りです　
①地元の旅館・民宿での取り組 :

　　宿泊・夕朝食（一汁三菜）・源泉入浴　　　
②医師による健診
③昼間の時間 :
　　増富の湯での源泉入浴、オンドル浴や、遊歩道散策などの
　　療養プランの体験
④医師のアドバイスを入れた健康のバランスのとれた食事指導
に基づくメニュー
⑤「健康記録ノート」配布
⑥体質判断表の自己記入 :
　　初日と最終日に行い体質比較チェックをする。
⑥日常生活を踏まえた健康講座
これ等を軸とした展開を行います。

次に宿泊客の意識調査を集計した中の一部分を発表します。

滞在目的:病気療養+保養静養　「約8割」

病気療養の内訳:

術後「約2割」

慢性病「約3割」　

病後・再発防止「約5割」

　　

　　

ラジウム泉満足度:

とても効果あった

+まあまあ効果あった

「約7割」

これからも、このようなお客様とのやり取りを繰り返しながら
滞在型の療養プログラムの更なる発展を目指していきます。

コーディネーター
合田　純人

産を地元の人々がその価値を見定め、無理の無い自然な素材と
して、その地に滞在してみようとする魅力を最大限に作り出さ
なければならないことになり、小手先の誘客イベントやプロ
モーションでは済まない根本的な取り組みが求められることに
なります。

３．パネルディディスカッションの主旨
以上のような背景で、新・湯治公開セミナー東京のパネラーの
各専門家から４つの視点で新・湯治サポートプランを検証して
みたいと思います。第一に、NPO法人ラドン温泉医療三朝会
議理事長の清水信義先生には、昨年の三朝会議での成果として
①三朝温泉の旅館組合との連携で、各旅館の宿泊室の５％程度
を、長期滞在型に確保すること。また旅館で収容できない年末
年始や、繁盛時期には、町営宿泊施設の活用などの検討②特に
ラジウム温泉医療で効果が顕著な運動器、呼吸器に不安や自覚
症状をもつ人たちを全国から募り、温泉療法と地域を活用した
健康増進事業など積極的な取り組み等、温泉客の中長期滞在支
援事業に関しての現状と課題。第二に旅行作家として全国の温
泉地を訪ね、各地の旅館施設の経営者やサービス提供者と意見
交換すると同時に、一人の温泉利用者という視点をいつも大切
にされている竹村節子先生の複眼的な視点からみる、新・湯治
サポートプランの課題。第三に「団塊の老後」を昨年出版され、
大きな反響を呼んだ新・田舎暮らし大学の上野理事長の理念と
活動。そして一つのビジネスモデルとして全国に展開・推進
されている大規模なシニアタウン構想と温泉の活用等所謂シニ
アーマーケットと新・湯治サポートプランの可能性。第四にわ
が国の伝統的な湯治文化のメッカである東北地方での温泉を軸
とした、生活スタイル・価値観の継承。その背景にある近代文
明と都市生活者の不安と憧れなど民俗学的な視点での新・湯治
の課題。以上のような多様な論点から、特に都会生活者にとっ
て身近な生活文化の一つとしていかにこれからのライフステー
ジに新・湯治サポートプランを取り入れていけるか、その課題
や問題点などを、皆様と一緒に具体的に検証してみたいと思い
ます。

温泉で日本を元気にしよう！
新・湯治サポートプラン®と
温泉地再生

１．はじめに

昨年11月に開催した健康と温泉フォーラム三朝「温泉を活用
した医療と地域の連携」では、高齢化する社会の中で高度・多
様化する医療の需要に対応する温泉と温泉地の新しい役割が討
議されました。その後、三朝温泉では、三朝町が中心となり、
岡山大学病院三朝医療センター、三朝温泉旅館協同組合、地元
NPOがネットワークを組み、地域住民の健康づくり、介護・
福祉サービスや、従来の観光客に加え、ますます需要が高まる
団塊の世代の保養・療養のため滞在システムや定住促進までの
多様なプログラムと、本格的な温泉保養地への取り組みが始ま
りました。さらに本年から、域内の異業種連携に加え、地域を
越えた温泉療養の広域連携を図り、さらなる交流人口の拡大を
計画しています。
こうした背景の下、全国屈指のラジウム・ラドン温泉である三
朝温泉（鳥取県）、増富温泉郷（山梨県）、玉川温泉（秋田県）
が連携し、ラジウム・ラドン温泉の医療への活用の正しい認識、
地域の連携、地域活性化の取り組みをそれぞれ協議し、相互に
補完できうる有機的なネットワーク化を検討し、その新しい試
みを、温泉を活用した新・湯治サポートプラン®として、健
康志向の高い都会の熟年世代や全国の保養、療養客に発信する
ことを目的とした公開セミナーを開催することになりました。

２．新・湯治サポートプランの課題　
新・湯治サポートプランは高齢化する社会の中で高度・多様化
する医療の需要に対応するため、温泉地の医療機関と地元自治
体、旅館組合とが連携し、従来の入院患者のみならず、地域住
民の健康づくりや、寝たきり老人やディケアー利用者の温泉入
浴の推進などの介護・福祉サービス、また温泉地を訪れる保養
客の健康相談や健診、健康増進プログラムの提供など多面的な
利用促進が不可欠です。また、長期滞在する保養客や定住しよ
うとする団塊の世代のニーズ、具体的には家族の健康管理・病
気予防・健康増進と質の高い安心・安全の生活保障、個人のス
タイルにあった選択可能な様々なアクティビティメニューや文
化生活の向上等基本的、総合的な生活サービスが期待されてい
ます。こうしたニーズはその地の自然や文化・風土・歴史的資

パネルディスカッション
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間続けて滞在し、入浴による健康増進の指導、特に高濃度のラ
ドン温泉熱気浴の利用による慢性疾患の治療、またこの間、観
光ウォーキング、陶芸教室、織物教室などのカルチャー教室の
利用などにより、心身共に健康を回復する温泉地の健康増進事
業を進めている。現在NPO法人ラドン温泉医療三朝会議が中
心となってこの活動を進めているが、今後は地元商工関係者（旅
館、飲食店）を中心に医療機関、観光・交通機関、自治体（三
朝町）が連携をとり、特色有る高濃度ラドン温泉をその中心核
とし、高齢社会が健康を増進する新しい温泉利用の形作りを進
める。医療環境の整っている温泉地での特色有る温泉の活用が、
これからの温泉地の活性化につながることとなる。すなわち、
特色有る良質な温泉、緑豊かな自然環境、整った医療機関、こ
れらが新しい湯治の形を作り、これからの高齢社会の健康増進
を支える文化を創生する。

我が国は世界最多の温泉保有国であり、温泉地は近世までは健
康回復の為の保養地として利用されてきた。しかし、昭和の高
度成長期以降にはこれが遊興歓楽の場として利用され、温泉地
の緑に恵まれた自然豊かな環境が、本来の保養・健康増進のた
めの活用がなされて来なかった。最近の経済の低迷、社会の高
齢化などにより、温泉地は衰退の一途をたどっている。20年後
には人口の30%が高齢者となる超高齢社会を迎えようとして
いる時、高齢者が健康を増進し、人間性豊かな生活を続けるた
めにも、もう一度究極のエコ資源である温泉を本来の健康増進
の目的に活用し、併せて地域の再生を目指すことは、これから
の我が国の健康な社会作りのうえで極めて重要なことである。
鳥取県三朝町は、我が国で最も高濃度の放射性物質ラドン（ラ
ジウムから発生）を含有する温泉地であり、またここには国立
大学法人岡山大学の三朝医療センターがあり、長年温泉医療を
実践しており現在では唯一の国立温泉医療研究施設でもある。
さらに、民間施設の温泉病院があり、医療機関は充実している。
この環境を活用すべく、昨年11月 4日、5日には、健康と温
泉フォーラム「温泉を活用した医療と地域の連携」を開催し、
温泉を活用した健康増進への取り組みが、温泉地を活性化し地
域を再生することを各方面から提案した。この取り組みをさら
に推進すべく、高齢者や軽症の慢性疾患を持つ人たちが、数日

パネラー 1

高齢者社会における医療を中核とした
新しい温泉の活用

パネラー
清水　信義

しみず　のぶよし
NPO法人ラドン温泉医療による健康日本推進三朝会議理事長、岡山
労災病院院長
岡山大医学部教授、同大大学院医歯薬学総合研究科教授、岡山大学
病院長、岡山大学副学長（医療担当）を経て岡山労災病院院長。日
本移植学会会長、日本胸部外科学会会長を歴任。専門は腫瘍（しゅ
よう）・胸部外科学。岡山県高梁市出身。NPO法人健康と温泉フォー
ラム理事

　この団体旅行時代で日本の温泉地は「リゾート性」を放棄し
てしまったといってよい。個人客を嫌い、連泊を拒否する傾向
が目立ち、後にわかることだが温泉偽装までも行われていたの
である。その一方、ユーザーである旅人は旅や温泉宿泊に慣れ
親しむ機会が増え、自分で旅を計画し、実行できる旅の達人と
なっていった。旅人の八割は女性客であり、女性を対象に誘客
を図らなければ商売にならないといわれる時代となった。しか
も平成20年代に入り団塊の世代のリタイアが始まり、シニア
層の男性旅行者も増加しつつある。こうした人々が個人旅行に
参加してきており、一人旅や夫婦単位の旅の増加は明らかだ。
平成20年度の『観光白書』によれば、不況の影響もあって平
成19年には年間一人の旅行回数は1.54回にとどまってはいる
が、宿泊日数は一人2.47泊と伸びてきており、観光庁でもこ
れを4泊まで伸ばしたい考えだ。これらを考えれば滞在型の温
泉地には期待が大きいのだが、受け入れ側にまだその意識があ
るとは言えない。特に利用者側の経費負担の点を考えるとまだ
まだ問題は残る。宿泊料金の設定が連泊を可能にするか否かの
分岐点となるからだ。上質で安価であれば客はおのずと集まる。
高価で上質なのは当たり前のことで、いかに連泊を可能にする
かは受け手の温泉地の側の工夫とアデンティティにゆだねられ
ている。現代は情報システムの普及もあって、個人でもニュー
スは発受信は可能だ。総務省の調査では、平成19年（2006）
には国民の69%にあたる8,811万人がインターネットを活用し
ているといい、実際「じゃらん」や「YAHOOトラベル」を
はじめ大小のネット会社の情報を利用して旅をする個人客が増
えている。ライフサイクルの多様化と高齢化は、これからの旅
行業界においても大きなテーマであり、その需要を的確にしか
も早急に掴み、具体化することが大切といえよう。エコツーリ
ズムやグリーンツーリズムの傾向を踏まえて、環境や町づくり
までを含むスパリゾートの再考を願ってやまない。ベースはす
でに先人たちが示していった。そこに現代のニーズをどうすり
合わせるかの問題である。

　幾度かの温泉ブームを経て、現在は「湯治」が見直されつつ
あるようだ。
たかだか10年ほど前まで「湯治」という言葉を聞くだけで、
横に手を振られた時代が長く続いていた。「湯治」と言えば〈安
い、汚い〉の代名詞のように思われていて、所謂「湯治場から
の脱却」を悲願に、温泉経営をしてきた温泉地や温泉旅館が少
なくなかったからである。
　戦後、日本の温泉の歴史は昭和40年代からの旅行ブームに
乗って、団体周遊型旅行の宿泊地として整備が始められた。大
宴会場に始まり、男女別の浴場整備、やがて女性専用露天風
呂ブーム、懐石料理ブーム、日本建築旅館の人気と続き、マ
スコミの先導もあって温泉体験の豊富になったユーザーの中か
ら「温泉マニア」が生まれ、泉質や源泉主義、かけ流し浴場絶
対主義へとつながってゆく。温度計は無論のことPHや塩素測
定器などの機材を携帯し、行く先々で「マイデーター」を蓄積
しては知識と論を競うという、日本の温泉史開闢以来のマニア
チックな時代が到来している。
　その結果、物理化学的な面での温泉の良し悪しが重要視され、
我が国伝来のおおらかな「温泉入浴」の楽しみ方と、それによ
る心身の相乗的なリラックス効果が軽視されてゆく傾向にある
ことはまことに残念である。
　「温泉湯治」というシステムは、入浴によるリラックス効果
を利用し、比較的長期間をかけて人体の自浄作用を喚起し、体
力・精神の安定を図ることによって健康を管理するというもの
であった。これが日本の温泉地（宿）の大きな特徴だったはず
だ。そのリラックス効果を強力にするため、より自然感を演出
しようと岩風呂が作られ、香りと肌合いのリラックス効果に優
れたヒノキ風呂が作られた。川のほとりや展望のよい土地に宿
が作られてきたのも、自然との一体感にリラックスを図ること
ができる日本人の「温泉感」によるところが多かったからであ
ろう。長期滞在がリゾートの基本であるならば、日本の湯治場
は立派にその役目を果たしてきたといえる。
　その形態が崩れたのは戦後の旅行大衆化による団体旅行所の
影響が大きい。旅行会社や交通業者がリーダーシップを握った
団体旅行が盛んとなり、既存の温泉地（宿）は周遊の休泊地とし
て利用された。「一泊二食付き」、「二畳ひとり」という宿泊形態が
常態化していった。修学旅行の生徒などは「一畳ひとり」平気
で泊めた。一泊二食だから提供する食事も一年通して同じ献立
で済ますこともでき、既成品や大量仕入れでいくらでもコスト
削減が可能だった。宴会場で一挙に百人をこえる食事を提供す
る。品質や鮮度より、まずは見た目の華やかさや豪華さを競い、
客の腹を満たすことを先決とした、ある意味貧しい時代だった。

パネラー 2

湯治場というスパリゾート

パネラー
竹村　節子

アドバイザー 大野 正人
ごうだ　すみと
NPO法人健康と温泉フォーラム常任理事
昭和 24 年香川県生まれ。1986 年の設立より '95
年まで、健康と温泉 FORUM実行委員会事務局長
を務めた。世界保健機関 (WHO) と公式関係をもつ
国際温泉気候連合 (FITEC) の、アジア・太平洋協議
会 (FAPAC) 事務局長も 1988 年の設立以来兼任し、
国内のみならず、アジア・太平洋地域の温泉の健康
利用と温泉保養地の啓蒙普及に務めている。又、豊
富な海外経験をベースにペルーやイラン政府の温泉
開発プロジェクトの調査・研究に携わると同時に、
講演会やマスメディアを通して温泉のグローバル化
を積極的に進めている。国内では JTB 旅館・ホテ
ル連盟や自治体のアドバイザーとして活躍中。

おおの　まさと
財団法人日本交通公社　研究調査部研究主幹
【略歴】
1953年、東京生まれ。
1976年、東京大学農学部林学科・森林風致研究室を卒業。
1976年、JTB グループ会社にてリゾート開発、ホテル旅
館のコンサルティング事業に従事したのち、
1991年より財団法人日本交通公社にて宿泊産業・観光施
設・温泉地の調査研究に従事。
【著書】　
観光学基礎（JTB 能力開発／共著 1994）、地域振興と観光ビジネス（JTB 能力開発／
共著 2008）他
【公職】　
2008 年より立教大学観光学部非常勤講師
NPO法人健康と温泉フォーラム理事

たけむら　せつこ
（株）現代旅行研究所　専務取締役・旅行作家
東京都出身。温泉雑誌・ガイドブックの編集者を経て旅行作家へ。
昭和 48年（1973）10月 （株）現代旅行研究所設立に参加。
平成 17年（2005）7月環境省より第 24回温泉関係功労者として大
臣表彰を受ける。著書に『私説現代温泉論』『私説現代観光論』
『温泉大好き』『旅はめぐりあい』『旅に明け暮れ』他温泉・旅行関係
約 50冊がある。NPO法人健康と温泉フォーラム専門委員
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気予防」に対する関心事は大きい。また、軽度の持病を抱えて
日常生活に不便さを感じている人も増えてくる。
　このような人たちが、持病を癒しながら、そして健康を維持
しながら老後を暮らせる住環境があれば、高齢社会にどれだけ
貢献できるだろうか。そう考えて私は、日本型シニアタウンの
必須条件の中でも「温泉」を最重要視している。
　現在、シニアタウンづくりを展開している和歌山県の「白浜
ホープヒルズ」、伊豆半島の「熱川ホープヒルズ」、「あじろ南
熱海が丘」の分譲地は、湯量豊富な温泉地で有名だが、いずれ
も分譲地内に源泉を抱えており、全区画に温泉が配給されるよ
う給湯施設を完備している。
　自然豊かな環境の中で、自宅の温泉に毎日入りながら暮らす
日々。老後の健康を考えたとき、これほど理想的な住環境は
ないと言ってもよいだろう。温泉療養が必要な何らかの病気を
患っている人には、自宅での毎日が「湯治」である。
　分譲型のシニアタウンは、アメリカが発祥の地で全米各地に
存在するが、温泉付きのシニアタウンは存在しない。温泉資源
を活用した日本ならではの本格的なシニアタウン。私は、現在、
その実現に、全力を傾けて取り組んでいる。

■ クオリティ・オブ・セカンドライフ
　第二の人生は、健康で長生きするだけではなく、「より質の
高い人生」を実現することが理想的な老後だと私は考えている。
　私が温泉を重要視するのは、たんに入浴効果だけではなく、
老後の人生にいろんな意味で役割を果たしてくれるからであ
る。例えば、自宅に温泉があることで、都会で暮らす子供夫婦
が孫を連れて遊びにやってくる。釣り仲間やゴルフ仲間が温泉
目当てで泊まりにくる。人間関係が希薄になりがちな老後は、
このような賑わいがとても大きな楽しみになる。
　また、夫婦で温泉に浸るひと時も、都会暮らしでは考えられ
ない暮らし方の実現である。
この他、庭に露天風呂を作ったり、温泉を利用した家庭菜園で
植物を育てたりと、人それぞれの興味に合った新しい楽しみも
与えてくれる。
　このように、人生を豊かにしてくれる効果を「自宅の温泉」

■ 高齢社会と湯治

　日本の伝統的な文化である「湯治」が、最近、改めて見直さ
れている。とは言うものの、病気を癒すために湯治に行こうと
いう人はまだまだ少ない。
昔から湯治は7日3まわり、つまり21日間が基本とされてい
るように、効果を期待するには長逗留を要する。そのため、多
忙な現代人には時間とお金が障害となり、湯治ができる人は限
られてくるのが現状である。
　しかし、日本は世界一の温泉国であり、独特の温泉文化を築
いてきた歴史的な資産がある。高齢化社会を迎えたいま、この
貴重な資産を生かさない手はないと、私は考えている。
現在、わが国の人口構成は4人に1人が65歳以上の高齢者で
ある。そしてまもなく国民の3人に1人が高齢者になる時代が
やってくる。老後を健康で長生きしたいと願うのは誰しも同じ
こと。しかし、歳を追うごとに体調を崩したり、病気に罹る人々
が増えてくることは否めない。
　このような時代において、「温泉湯治」が注目されるのは当
然のことである。ドイツでは医者が必要と認めたら健康保険で
温泉湯治ができる。わが国でも、ドイツのように現代人が温泉
の効用を享受できる体制さえできれば、江戸時代にも増して「湯
治ブーム」が起きるのではないだろうか。私はそうなるだろう
と予測しているが、この点については、「NPO健康と温泉フォー
ラム」の研究と活動の成果に大きく期待したい。

■ シニアタウンと温泉
　私は、20数年間、老後を暮らすシニアタウンづくりに力を
注いできた。全管連グループという企業群で高齢社会にふさわ
しいシニアタウンづくりを行っている。新・田舎暮らし大学も
その一環として創設したものであり、温泉の効用を日常生活の
中で生かせる住環境づくりがシニアタウンには欠かせないとい
う考えを基に、全国74カ所の分譲地において事業を展開して
いる。
　高齢社会というと、何よりも高齢者医療の問題がクローズ
アップされるが、65歳以上の高齢者の約8割は健康な人たち
である。しかし、老後の病気はやはり心配であり、「健康維持」「病
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生活の中に温泉がある
「シニアタウン」づくり

パネラー
上野　健一

まず、農民嘉十は、①足の怪我を治すために温泉に入りにいき
ます。歩いて目的地まで行っているのですから怪我後の治療行
為だったのでしょう。それに②味噌と鍋を背負って出かけてい
ますので、何日間は湯に入る湯治というスタイルで温泉場に過
ごすことが暗示されます。それにこの温泉場は、③西の山の湯
の湧く方とありますので、きっと山を巡って行く奥の地にある
のだと予測されます。そしてその途中で、④鹿たちと出会うな
どして、自然というものの意外性にも接近する物語を体験する
ことになります。
こういった要素を考えてくれば、温泉に入るという想念にあっ
ては民俗社会の人々のなかで、次のような摂取の仕方が普遍的
であったと考えられます。①温泉地に行くことは、山の奥にあ
るなにかに触れる行為である。（温泉地という場に触れ、鹿と
いう獣にも触れ）だからその行為は、自然の力に浴すること、
霊的ななにかと交わることである。②温泉地に行くことは、季
節や形態などといった自然のサイクルに、生きるという生存の
サイクルを這わせ、自然との循環的スタイルを回復することで
ある。③温泉地にいくということは、そのことをシステム的に
繰り反す生活実感のことである。そしてその生活実感は、何
回も何回も反復され重ねられていくことに意義がある。などと
いったことが普遍的に実現され、そうした蓄積が湯治の文化性

■ 宮沢賢治が描いた温泉

岩手県出身の童話作家、宮沢賢治の数々の童話作品のなかには、
多様な温泉が情景として登場します。自身も温泉好きだったよ
うで、花巻農学校時代には遠足と称して学生たちと各地の温泉
地を訪ねています。野趣味深い秘湯的な温泉地が多かったよう
ですが、日本でも温泉リゾートとして最も早い時期に形成され
た「花巻温泉」の開発にも関わったり（花壇の設計など）して、
温泉地の持つ新しい文化性にも注目していたようであります。
この賢治童話のなかでも私が特に興味を持っているのが、「鹿
踊りのはじまり」という作品で、賢治が生きていた時代（その
時代は私たちの民俗事象が、ある意味で充実期を生きた時代だ
と言い換えていいと思います。）に、社会の基層部にあってど
のように温泉が受け入れられていたのか、またそのスタイルと
はどんなものだったのかを考えさせるてくれる絶好の素材を与
えてくれます。
童話の筋書きはご存知のように、栗の木から落ちて骨折した農
民が、西の山の奥の温泉場に味噌と鍋を背負って出かけていく
途中に萱林のなかに手ぬぐいを落とし、その手ぬぐいを巡って
の鹿たちとの交歓を描いた美しい童話なのですが、この童話に
は、温泉場に出かけるという行為の目的性と、その温泉に入る
という目的へのプロセスが見事に集約されています。
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東北文化から考える湯治とは
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森　繁哉

はいろんな形で発揮してくれる。事実、全管連グループが管理
している全国の分譲地では、多種多様な「自宅の温泉の楽しみ
方」を発見して、老後の暮らしを楽しんでいる住民がたくさん
おられる。
　温泉がある暮らし。それは「クオリティ・オブ・セカンドラ
イフ」の視点で見たとき、「人生を豊かにしてくれる温泉効果」
を享受する暮らしである、と私は捉えている。　

うえの　けんいち
( 株 ) 全管連　代表取締役
新・田舎暮らし大学　理事長

沖縄生まれ。21歳で起業。シニア層を対象に「新・田舎暮らし」を提唱
し、シニアタウン事業に取り込む。以来、老後を暮らす「理想の住環境」
を求め、海外シニア市場の視察とノウハウの研究に努める。その成果を元に、
シニアタウンづくりに特化した企業グループを育て、世界でも例のない複合
型シニアタウンの創造を目指している。また、学びながら・遊びながら、それ
ぞれの理想の老後を見つけ実現させることを目的とした「新・田舎暮らし大
学」を創設。理想の老後を暮らす為の基本条件「健康」「生きがい」「友
だち」「収入」の4つを満たすべく、老後の暮らし方を追求するために、多
角的な活動を展開している。
著書に「団塊の老後」「これからの老後はおもしろい」「老後はこんな家で
暮らしたい」「新日本のカジノ産業」「理想都を創るCCZプロジェクト」「非
常識のすすめ」その他多数。
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として成立していたのではないかと考えられるのです。
ではここで考えられた持続して湯に入る行為が「湯治のスタイ
ル」としてどのように自立していったかを考えるための素材を、
民俗社会のさまざまな習俗の在り方からいくつか取り出しそれ
を考察してみましょう。
①ハレ空間の創出として
湯治に行くということは、季節の節目、節目に繰り返される生
の循環を保障する行為ではないか
②生の連続性を守る知恵として
忙しい時期には働き、その疲れを慰安をするためには自分の身
体を養生するという自己回復の優れた装置として湯治は存在し
た。（遊び目の大切さ、労働の意義など）
③地域を成り立たせるための仕組みと活用
自炊という行為が自然に生まれるような温泉地の在り方があっ
て、長期滞在を保障することが、実はその土地の有効利用にも
繋がっていたのではないか。
④祈りや信仰に浴する場として
湯治は温泉への長期滞在であるがゆえに物語への接近が可能で
ある一方、温泉地そのものが聖地化されていく。そしてそのこ
とがこころもケア的行為として機能していく。
以上のように簡単に、民俗社会における温泉の摂取の在り方が
考察されるが、これらのことは単に伝統として存続していくこ
とだけではないだろう。現代にあってむしろ、重要な、人々の
生活のある種のモデルとなっていくべき問いを秘めたテーマで
はないかと思えるのだ。
この湯治スタイルを、では現在にあって、新しいもの、有効な
ものにしていくための「現代・湯治」への少しのシナリオを述
べてみたい。
①私たちの旅行のスタイルにこの湯治を包含するために、新し
い装置が必要である。文化装置として芸術などを体験する試み。
②私たちの慰安、療養行為にこの湯治を包含するために、温泉
地からの新しい物語、新しい滞在の素材を提供する必要がある。
③私たちの行動領域の広がりを受けて、温泉地から面的な繋が
りを促す新しい素材、またその多様性をも保障するものを提供
する必要がある。
④これらのことが、湯に入るという人間の根源的な行為を刺激
し、保障するための思考が、温泉地形成の根幹になる必要がる。
などの若干のモチーフが引き出されるだろう。

もり　しげや
舞踊家、民俗学者
「生命舞踏研究館」主宰
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2007 年　東北芸術工科大学・こども芸術大学副校長を歴任
著書「踊る日記」「東北からの思考」など
写真集「五月刑」など
舞踏作品、多数
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( 名称 )
第一条	 本会議は「ラジウム・ラドン温泉を利用した健康日本推進連絡会議」
	 	 ( 以下「連絡会議」と称する。
(目的 )
第二条 	 全国屈指のラジウム・ラドン温泉で有名な三朝温泉、増富温泉郷、玉川	
	 	 温泉等が連携し、ラジウム・ラドン温泉の医療への活用の正しい認識、地	
	 	 域の連携、地域活性化の取り組みをそれぞれ協議し、相互に補完できうる	
	 	 有機的な広域のネットワーク化を検討し、全国の保養、療養客に発信する	
	 	 ことを目的とする。
( 事業 )
第三条	 連絡会議は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を実施する。
	 	 (1) ラジウム・ラドン温泉の医療及び福祉・介護や健康増進などの社会的	
	 	 　　活用、人材育成の調査・研究
	 	 (2) ラジウム・ラドン温泉を利用した医療と地域の連携に関する各種研究会、
	 	 　 公開セミナーなどの開催
	 	 (3) ラジウム・ラドン温泉に関する科学的な研究とその実践における各地域	
	 	 　 間のネットワークづくり
	 	 (4) その他、連絡会議の目的達成に必要な事業
( 構成団体 )
第四条　連絡会議は第二条の目的に賛同する団体等をもって構成する。
( 役員 )
第五条	 連絡会議に委員長 1名、副委員長若干名、委員若干名、監事 2名を置く。
	 	 2. 委員長はNPO法人健康と温泉フォーラム会長が務める。
	 	 3. 副委員長、委員、会計監事は、連絡会議の承認を得て、委員長が委
	 	 　嘱する。
	 	 4. 役員の任務は連絡会議が解散するときまでとする。
( 役員の職務 )
第六条	 委員長は、連絡会議を代表し、事業を総括するとともに会議を主宰する。
	 	 2. 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を
	 	 　代理する。
	 	 3. 委員は、専門的な立場から事業推進をアドバイスする。
	 	 4. 会計監事は、連絡会議の会計を監査する。
( 会計 )
第七条	 連絡会議の経費は、補助金、負担金、協賛金、その他の収入をもって充
	 	 てる。
( 事務局 )
第八条	 連絡会議の事務局は、NPO法人健康と温泉フォーラム内 ( 東京都渋谷	
	 	 区代々木 4−59−3)に置く。

( 解散 )
第九条	 連絡会議は、第二条の目的を達成したとき、解散する。
( 委任 )
第十条　この規約に定めるもののほか、連絡会議に関して必要な事項は、委員長		
	 	 が別に定めることができる。

附則		 この規約は、平成 21年 4月1日から実施する。

役員
	 委員長	 三友　紀男　NPO法人健康と温泉フォーラム会長
	 副委員長	 吉田　秀光　鳥取県三朝町長
	 	 	 白倉　政司　山梨県北杜市長
	 委員	 清水　信義　NPO法人ラドン温泉医療による健康日本推進
	 	 	             　　三朝会議理事長
	 	 	 光延　文裕　岡山大学病院三朝医療センター長
	 	 	 岩　　元孝　三朝温泉旅館協同組合理事長
	 	 	 松浦　弘幸　鳥取県三朝町地域振興課次長
	 	 	 小山　芳久　( 財 )みずがき山ふるさと振興財団理事
	 	 	 丸茂　和彦　山梨県北杜市産業観光課観光課観光企画担当
	 	 	 小林　忠雄　山梨県北杜市増富地域再生協議会会長
	 	 	 栁澤　融　　玉川温泉研究会副会長　岩手医科大学名誉教授
	 	 	 関　雅文	  湯瀬ホテルグループ代表
	 	 	 合田　純人　NPO法人健康と温泉フォーラム常任理事
	 	 	 大國　道夫　大國道夫都市計画総合事務所代表
	 監事	 小嶋　光信　両備ホールディングス株式会社代表取締役
	 	 	 坂本　展章　株式会社連合会計システム代表取締役
	 事務局	 吉利　煦	  NPO法人健康と温泉フォーラム事務局長

構成団体
鳥取県三朝町、三朝温泉旅館協同組合、岡山大学病院三朝医療センター、NPO
法人ラドン温泉医療による健康日本推進三朝会議、山梨県北杜市、増富ラジウム
温泉峡観光協会 ( 財 )みずがき山ふるさと振興財団、湯瀬ホテルグループ、玉川温
泉研究会、NPO法人健康と温泉フォーラム
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1200	 開　場

1300	 開会挨拶	 三友　紀男　（NPO法人健康と温泉フォーラム会長）
	 	 	 吉田　秀光　（鳥取県三朝町長）
	 	 	 白倉　政司　（山梨県北杜市長）

1315	 基調講演	  「玉川温泉における温泉療養の実際｣
	 	 	 栁澤　融　（玉川温泉研究会副会長、岩手医科大学名誉教授）

1400	 事例報告 -1	「医療環境と情緒ある町並みを活かした温泉保養地づくり」

	 	 鳥取県三朝温泉

	 	 	 御舩　秀　（三朝温泉旅館協同組合理事）

　　　　　　事例報告 -2	「リトリート（いやし空間）資源を活用した山村と温泉峡再生」

	 	 山梨県北杜市増富温泉峡

	 	 	 小山芳久　（（財）みずがき山ふるさと振興財団総支配人）

1530	 休　憩

1545	 パネルディスカッション
 	 温泉で日本を元気にしよう！

	 	 「新・湯治サポートプランと温泉地再生」　　　

	 コーディネーター
	 	 	 合田　純人	（ NPO法人健康と温泉フォーラム 常任理事）
　　　　　　アドバイザー

	 	 	 大野　正人	（財団法人日本交通公社研究調査部研究主幹）

	 パネラー
	 	 	 清水　信義	（ NPO法人ラドン温泉医療三朝会議　理事長）
	 	 	 竹村　節子	（旅行作家　株式会社現代旅行研究所 専務取締役）
	 	 	 上野　健一	（新・田舎暮らし大学 理事長）
	 	 	 森　繁哉	 （東北芸術工科大学東北文化研究センター教授）
	
1800	 閉　会

	 	 ●温泉療養相談会 　1800-1900 （サイエンスホール内ロビーで受付）
  ●交流レセプション 1830-2000 （レストラン「グリーンハウス」）

6月22(月 )　

PROGRAM

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム®

NPO法人健康と温泉フォーラムは、医療・環境・施設等、温泉保養地に関わるあらゆる分野における専門家を中心とした 1986 年に設立した特定
非営利活動団体です。その活動は、温泉の健康利用促進の啓蒙・普及活動はもとより、心身ともに健康で幸福な生活 (Well-being) をおくるための温
泉保養地づくりに必要な「環境・施設・プログラムづくり」に関する様々な国内外の情報の提供やコンサルテーション業務を通じて健康で活力ある
社会の構築に貢献することを目的としています。


